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神奈川県セーリング連盟シングルハンダー　　（１／４）

風下側にセールがある場合

１

２

３

４

５

直ぐにセンターボードに降りる

センターの上に立つ

セルフベーラーは押し
込む

片足を後に、重心を後方にして艇を引き起こす

フットベルトなどつか
み艇内に入る。ティラー
をすぐに握る

ベーラーを開けて再帆走



神奈川県セーリング連盟シングルハンダー　　（２／４）

風上側にセールがある場合

１

２

３

５

セールが風上の
状態で起す

セールが風上の

状態で沈をする

風を受けて再
度、沈するこ
ともある

諦めずに、直ぐに風上側に戻り、図１からやり
直す

４



神奈川県セーリング連盟シングルハンダー　　（３／４）

風上側にセールがある場合　　　サンフランシスコロール
１

２

３

５

４

風をあてて
艇を起す

センターボー
ドにしゃがむ

ここがポイント

水中で体を反対側
に移動させる

艇は立ち上がり、風
圧で再び風下側に横
転する。この際、セン
ターの上に立つ

直ちに起す



神奈川県セーリング連盟シングルハンダー　　（４／４）

風上側にセールがある場合 振り子式　風が若干弱い時に有効

１

２
３

サンフランシスコロールの　　　　の状態からセンターボードを
抱きかかえる。

２

センターボードにし
がみ付いている

艇が転倒せず安定するまで待つ

風上側から乗り込む



神奈川県セーリング連盟ツーマンボート　(トラピーズ艇）　

風下側にセールがある場合

１ ２

３
４シートなど手に

しながらセンター
に降りる

出来るだけ二人でセンター
に降りるようにして、艇を引
き起こす

艇に乗り込む スキッパーはティラー
とメインシート、クルー
はジブを持ちバウを上
に向ける



神奈川県セーリング連盟ツーマンボート　(トラピーズ艇）

2人とも海に落ちた場合、1人がセンターボー
ドに両手でつかまり、その肩にもう1人が足を
掛けて這い上がる。

風下側にセールがある場合



神奈川県セーリング連盟ツーマンボート　（トラピーズ艇）　

１

２

４

３
風上側にセールがある場合

風が強いと完沈状態

セールを風上側に出
るように艇を引き起こ
す。

艇が横倒しの状態で、1人が潜って反対側
に行く

反対側に行ったら声を出して確認

注意：スピンを展開していたら仕舞う

（シャックルキーなどは艇内の何処かに
おいておくとよい）

声を掛け合いながらセールに風をい
れて持ち上げていく。

その１



神奈川県セーリング連盟ツーマンボート　（トラピーズ艇）　 その　２

風上側にセールがある場合 １

２ ３

４

１．トラピースハンドルを持つ２

．トラピーズリングはかけない

３．体の浮力を利用しマストを押し上げる

４．艇が起き上がるときデッキに足をかける

艇の起き上がりをトラピー
ズハンドルを持って制御す
る

スキッパーは体の浮力を
使って反対に倒れるのを
防ぐ

スキッパーが這い上がるの
をサポートする



神奈川県セーリング連盟ツーマンボート　（トラピーズ艇）　 その　３

風上側にセールがある場合 １

２

１．トラピースハンドルを持つ２

．トラピーズリングはかけない

３．体の浮力を利用しマストを押し上げる

４．艇が起き上がるときデッキに足をかける

艇の起き上がりをトラピー
ズハンドルを持って制御す
る

３ 起き上がると同時にスキッ
パーは艇の中に入り、ティラー
を掴み艇を上に向ける。

クルーはその間、トラピーズ
に出てバランスをとる。



神奈川県セーリング連盟ツーマンボート　（トラピーズ艇）

バウを風上に向ける場合

２

１

３４

１ 1人がバウにつかまりシー
アンカーとなる

２ 徐々にバウが風上に立つ

３ バウが風上に立ったら艇
を起す

４ バウにつかまっていた
者をトランサムかサイ
ドデッキから引き上げ
る

注意点

◎小さな艇でないと風に立ちにくい。

◎起こすのに時間がかかる



神奈川県セーリング連盟ツーマンボート　（トラピーズ艇）

反対の舷への移動方法

２

反対の舷へ水中を潜って移動するのに
抵抗がある場合、まず二人で艇を横に
する。

トランサムの後ろを通って反対舷に移
動する。

艇から離れないように、舷やシートを
持って移動すること。

1人が反対舷に移動する時、もう1人
はマストが水中から出ないようにバ
ランスをとる。

１



神奈川県セーリング連盟ツーマンボート　（トラピーズ艇）

スピンの回収
スピンをアップしたまま沈をした場合。

スピンネーカーを艇のアップ前に回収し
ておく

１

２

３

1人がセンターボード上

他の1人がスピンを取り込む。スピンハ
リヤードのカムを外すこと。

センターボードにいる者も手伝うこと

スピンネーカーを揚げたま
まで艇を起そうとすると、ス
ピンネーカーが風をはらん
で艇が安定しない。

マストに絡むこともある。



神奈川県セーリング連盟一般事項　（シングル　・　ツーマンボート）　

風の力を使って艇を回転させ、風上起しをする方法

１

２

３

４

横倒し状態でバウが少し風下を向いている場合、
そのまま少し待機する。

２ ３

スターン寄りに体重を掛けると
ユックリ艇体は回転し始める。

風にたいしてここまで回転したら風
上起しに入れる。



神奈川県セーリング連盟ツーマンボート　･　トラピーズ
無しトラピーズ艇と基本的には同じ

１

２

３

４

５

起す時に1人は反対の
舷に行く。

ここが
大切

ここが
大切

自分の浮力で押し
上げる

反対の舷に移動するのに、
スターンやバウを廻っていく
（艇から離れないように注意）



神奈川県セーリング連盟共通項目 マストトップの浮力体

•　マストトップに浮力体をつけると完沈状態にならない。

•　初心者には安心。完沈状態にならないから

•　浮力を付けすぎないこと

•　完沈しないので、万一艇から離れてしまうとかなりの速度で艇は流されるから、追いつ
　　けない。



神奈川県セーリング連盟艇の曳航

曳航方法

①　救助艇の注意　：　被救助者を自艇のスクリューに巻き込まないこと。

②　曳航ロープ　：　荒天では流れたロープがプロペラに巻きつきやすいので注意

③　救助艇内で輪になったロープには絶対に足を入れないこと。

④　艇を曳航する時は、５艇身以上の長さの曳航ロープを用意する。

⑤　曳航ロープはディンギーのマストに結ぶ

⑥　センターボードは引き上げる　（船底から少し出しておく）



神奈川県セーリング連盟曳航方法　（１／2）

カタマランの曳航１

モスの曳航

先ず艇体を引き起こす

マストの根元にロープを結ぶ。横にしてユックリ

曳航する。又は艇を立たして救助艇に横抱きに
して運ぶ(ウイング部を救助艇で持つ）

２



神奈川県セーリング連盟艇の曳航　

水船の曳航

ラダートラブルの艇の曳航

３

２

１

ハルの水が出ない時は艇内のバルクヘッ
ドを破ることがあるので要注意。乗員は
後ろに乗る。

救助艇は舵効きが悪くなる。

センターボードを揚げる。

乗員はトランサムギリギリ

に乗る。スターンを沈め、

バウを上げる

長いロープを流す

パドルや自分の足を使っ
て安定を保つ



神奈川県セーリング連盟曳航　(多数の艇を引く）

３

４

５

曳航ロープ長は５艇

身以上

１

２

ロープが短いとバウが振られる

曳航艇同士の衝突も起こる

曳航ロープが長いと艇の振れは少ない

被曳航艇は引き波に乗らない様に注意

ロープは正面の

マストに結ぶ

曳航中は再度横転した

時の事を考え、センター

は完全に上げないで少し

出しておく


